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2007年から総合地球環境学研究所イリプロジェクトのもとで，中央ユーラシアの中心に位置するバルハシ湖とイリデ
ルタにおいて，完新世,　特に過去 2000年間の環境変動の解明に取り組んできた（Endo et al., 2010）．本発表では，2009
年にバルハシ湖の東部で得られた数本の湖底堆積物コアのうち，水深約 20mの湖底から採取された 2本のコアについて
珪藻，花粉，貝形虫の分析と，環境磁気学的分析，化学分析などを行い，湖面変動，植生変化を含む環境変化を検討し
た結果をもとにして，中央ユーラシアの多くの地点における完新世の環境変動の特徴と比較しながら議論する．
バルハシ湖東部の 2009年コアは，5500～3500年前の間に暗色のラミナ互層が発達すること，この層準では帯磁率が

高く，鉄分に富むこと，貝形虫が激減する一方底生種の珪藻は大繁殖していたこと，針葉樹の花粉が激減しヨモギ属を
主に草本が主体をなす，などが明らかになった．この層準の一部では，石膏結晶が含まれほとんど干上がる程水位が低
下した可能性がある．このようにバルハシ湖東部では，5500～3500年前に極めて水位が低下し，貧酸素環境が繰り返さ
れ，気候は乾燥化していたと考えられる．この時期にはバルハシ湖は幾つかの湖盆に分断されていたものと思われる．こ
うした条件はこの時期には極めて温暖で乾燥した気候と沙漠的環境が支配的であったことを推定させる．一方，5500～
3500年の前後にはラミナは発達せず貝形虫が多く，湖水位の高い時代が存在した．
　内モンゴルの黒河流域で行われたオアシスプロジェクトにおいても，下流部の天鵞湖周辺において多数の旧湖岸線

(Gravel bar)の年代が明らかにされたが (遠藤ほか，2006)，その湖水位変動は，6000年前から低下し，4500～3500年前
には湖岸線が認められなかった．つまり極めて乾燥し，湖岸線が残されない程水位が低下したことが示唆された．その
後，3500年には水位は極めて高くなり，1800年前まで高水位が保たれた．
　バルハシ湖に流入するイリ川、カラタル川、アクス川、レプシ川の 4河川は、砂丘で覆われた沙漠域を貫流し，バ

ルハシ湖に到達する．黒河も沙漠域を貫流して末端湖にいたる．上記の乾燥期はこのような環境の背景を説明する可能
性がある．
　最近，モンゴルの湖沼堆積物の花粉や珪藻分析から，mid-Holocene dry climate(drought)が 5830～3080年 BPにあっ

たとする研究が示され，多くの湖沼で類似の傾向があるという議論がなされている（Wang et al.,2011）．本研究ではこの
議論についても検討を加える．
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